
ケミカルシューズ 
業 界 の 概 況 

 
 
１． ケミカルシューズ業界の誕生と業界発展の歴史と将来 

 

（１）  明治 42年神戸ダンロップ護謨株式会社が設立されたのを契機に神戸にお

いてゴム産業が発達した。 

（２）  大正中期ゴム履物工業が興り、当初はゴム長、地下足袋など総ゴム靴で

あったが、後に運動靴も生産されるようになった。 

（３）  戦後のゴム履物は羽が生えて飛ぶ勢いであったが昭和 25年頃からは業界

環境の変化に合わせて色々な材料で様々な靴を生産するようになり、昭和

27 年頃、第 3 の靴としてケミカルシューズが神戸で誕生した。 

（４）  昭和 20 年代後半に生まれたケミカルシューズは、30 年代初期の発展成長

期、後半の市場浸透期、40 年代前半の安定期を経て現在に至っている。 

（５）  素材の開発、改良、製造技術の改善、そしてファッション商品としての

デザイン開発能力の育成により発展し、靴業界において一つの分野を確立

した。 

（６）  当業界は一方輸出産業として発展してきた歴史がある。 

ア） 昭和 46 年まで、当時の国策に沿って外貨獲得に一役を担っていた。 

イ） その後の昭和 46 年ドルショック、48 年 2 月の円フロート制実施、11 月

オイルショックにより輸出は壊滅的打撃を受けた。 

ウ） その後、輸出専業メーカーは大部分が内需に転換を図った。 

（７）  昭和 40年代後半からカジュアル化の波にのり当業界の得意分野として躍

進し、高付加価値化で生産額を伸ばした。 

（８）  平成 7 年 1 月の阪神・淡路大震災で企業の約 8 割が壊滅的打撃を受け操

業不能に陥り、現在も安価な輸入品の攻勢で大変厳しい状況が続いている。 

（９）  平成 7 年 5 月には業界の主な団体に呼びかけケミカルシューズ産業復興

研究会を設立し、研究会は日本ケミカルシューズ工業組合、神戸ゴム工業

協同組合、神戸シューズ卸協同組合、神戸靴資材総合協会、兵庫県軽合金

鋳造工業協同組合の五団体及び兵庫県・神戸市とケミカルシューズ産業の

復興を支援する学識経験者などで構成され、業界の復興について議論を重

ね、平成 8 年 6 月「くつのまち・ながた」復興プランを発表した。 

 



生産高の推移 

 

年  次 生産数量（万足） 生産金額（百万円） 組合員数 従業員数 

昭和５６ ４，６０２ ７４，９３３ ２６２ ６，９３９

昭和５７ ４，５６３ ７３，９８６ ２５０ ６，８１５

昭和５８ ４，５２３ ７３，０３０ ２５１ ６，８３９

昭和５９ ４，７４９ ７６，９８７ ２４８ ６，８７６

昭和６０ ４，７４０ ７７，７６６ ２４４ ６，８０７

昭和６１ ４，４０２ ７２，７６７ ２４０ ６，７６９

昭和６２ ４，２８４ ７１，８６２ ２３８ ６，７７１

昭和６３ ４，３８２ ７４，８１３ ２３９ ６，７３９

平成 １ ４，５３６ ８０，２４７ ２３８ ６，７６４

平成 ２ ４，４７５ ８６，５８８ ２４１ ６，７３９

平成 ３ ４，０８７ ８２，０３５ ２３７ ６，７４５

平成 ４ ３，４３５ ７１，４９５ ２３６ ６，７０９

平成 ５ ３，２２８ ６８，４３６ ２３３ ６，５６７

平成 ６ ３，１３１ ６５，９８７ ２２６ ６，４４４

平成 ７ １，４１６ ２８，５１４ ２１４ ３，６４０

平成 ８ １，６２６ ３６，５３５ ２０４ ３，６２１

平成 ９ １，６８７ ４１，６９４ ２０２ ３，７０３

平成１０ １，８５１ ４５，８７８ １９２ ３，７７８

平成１１ ２，１１８ ５２，５４５ １８５ ３，７３９

平成１２ ２，０９６ ５２，２３２ １７７ ３，６８９

平成１３ ２，０６０ ５１，４２１ １６７ ３，６１０

平成１４ ２，０２０ ５１，２６３ １５５ ３，４３１

平成１５ １，９８１ ５０，８８９ １４３ ３，２９６

平成１６ １，９３２ ５０，０４２ １３７ ３，２００

平成１７ １，９０８ ５０，０２０ １２６ ３，１８５

平成１８ １，９０６ ５０，０１０ １２５ ３，２１０

   
 ※上記データは日本ケミカルシューズ工業組合加入企業についてであり、神戸地区以外

のデータを含む 


